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秋
吉
公
民
館
で
は
、
製
作
技
術
の
継
承

の
た
め
、
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
が
身
に

着
け
る
蓑
と
前
垂
れ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
成
長
に
合
わ
せ
て
、
今
年
は
3
組

が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
マ
メ
ハ
ギ
」
は
立
春
前
夜
の
節
分
に
行
わ
れ

る
厄
払
い
行
事
で
、
仮
面
や
蓑み

の

を
着
け
て
鬼
に
扮

し
た
子
ど
も
た
ち
が
家
々
を
訪
ね
て
脅
し
、
冬
の

間
に
つ
い
た
怠
け
心
を
戒
め
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
河
ヶ
谷
地
区
で
行
事
を
見
合
わ
せ
た
ほ
か
、

秋
吉
・
清
真
・
宮
犬
地
区
で
は
、
家
の
中
に
は
入
ら

ず
、
玄
関
先
で
豊
作
や
家
内
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

　

秋
吉
地
区
で
は
、
小
雪
の
舞
う
中
、
鬼
役
の
小

中
学
生
4
人
が
、
木
の
包
丁
で
「
サ
イ
ケ
」
と
呼

ば
れ
る
手
お
け
を
打
ち
鳴
ら
し
、「
ア
マ
メ
ー
」
と

叫
び
な
が
ら
町
内
の
お
よ
そ
30
軒
を
回
り
ま
し
た
。

　

地
元
保
存
会
の
長
谷
信
一
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
伝
統
を
絶
や
さ
ず
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

能
登
に

　
春
の
訪
れ
告
げ
る

アマメハギ
　ユネスコ無形文化遺産に登録されている伝統行事

「アマメハギ」が、2 月 2 日、行われました。

　

2
月
8
日
、
役
場
大
集
会
場
で

立
志
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
来
の
元
服
に
ち
な
み
、
数
え
の

15
歳
と
な
る
中
学
2
年
生
を
対
象

に
、
将
来
の
目
的
や
決
意
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
大
人
へ
の
自
覚
を

深
め
る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

式
で
は
持
木
町
長
が
「
自
分
の

令
和
2
年
度 

立
志
の
集
い

　
未
来
に
向
け
て
　
志
高
く

生
徒
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

千
徳
さ
ん

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
　

　「
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
」
完
成

　

2
月
3
日
、「
能
登
内
浦
の
ド

ブ
ネ
収
蔵
庫
」
の
完
成
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
約
30
人
が
定
置
網

漁
の
歴
史
文
化
を
継
承
す
る
拠
点

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

旧
真
脇
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設

さ
れ
た
収
蔵
庫
に
は
、
修
復
作
業

を
終
え
た
、
長
さ
約
14
㍍
、
幅
約

2.6
㍍
の
ド
ブ
ネ
3
隻
の
ほ
か
、
櫓ろ

や
櫂か

い

を
は
じ
め
と
し
た
操
船
具
類

41
点
、
船
大
工
道
具
な
ど
１
３
４

点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

持
木
町
長
が
「
町
と
密
接
な
関

わ
り
を
持
つ
海
の
文
化
と
先
人
の

残
し
た
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に

伝
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
出

席
者
が
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

見学希望者は
真脇遺跡縄文館
☎ 62-4800 まで

修復されたドブネや民具が並ぶ 　

能
登
内
浦
地
域
で
の
定
置
網
漁

は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り

ブ
リ
や
マ
グ
ロ
な
ど
の
漁
獲
物
や

網
な
ど
を
運
ぶ
際
に
活
躍
し
た
の

が
ド
ブ
ネ
な
ど
の
木
造
和
船
で
す
。

ド
ブ
ネ
は
昭
和
40
年
頃
ま
で
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
船
の
機
械
化

が
進
む
に
つ
れ
そ
の
姿
を
消
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

国
の
伝
統
的
な
木
造
船
の
発
達

過
程
や
造
船
技
術
の
歴
史
、
漁
村

の
生
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資

料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
平
成
10

年
に
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

あいさつする持木町長（奥）

目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
光
り
輝

く
よ
う
に
自
己
を
追
及
し
て

ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま

し
た
。
能
都
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
は
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
83
人
を
代
表
し
、
柳

田
中
学
校
の
千
徳
由
奈
さ
ん

が
「
自
立
し
た
社
会
人
と
な

る
こ
と
を
目
標
に
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

 

式
に
続
き
、
自
然
体
験
施

設
「
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
」
の
上

乘
秀
雄
さ
ん
が
、「
夢
を
追
う　

好
き
は
夢
を
育
て
る
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
乘
さ
ん
は
、「
好
き
は
魔
法

の
言
葉
」
で
あ
り
「
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
好
き
に
な
り
、
夢
を
育

て
、
叶
え
よ
う
」
と
、
自
ら
の
体

験
談
を
交
え
、
夢
を
追
い
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。

仮面や蓑を着けた子どもたちが家々を訪ねる

あえのこと
　ユネスコ無形文化遺産に登録されている奥能登地区の農耕儀礼「あえのこと」
　2 月 9 日は、昨年 12 月に家に迎えられた田の神様を再び田んぼへ送り、今年
の豊作を願う、春のあえのことが行われました。

　

柳
田
植
物
公
園
の
合
鹿
庵
で
は
、
町

あ
え
の
こ
と
保
存
会
の
中
正
道
さ
ん
が

主
人
役
を
務
め
、
予
約
し
た
見
学
者
ら

に
神
事
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
さ
ん
は
、
米
俵
の
中
で
休
ま
れ
て

い
る
田
の
神
様
に
春
に
な
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
、
お
風
呂
へ
案
内
し
ま
す
。

も
て
な
し
の
御
膳
に
は
鱈た

ら

の
子
付
け
の

刺
身
や
鱈
子
を
ま
ぶ
し
た
大
根
な
ま
す

な
ど
が
並
び
、
鏡
餅
や
鍬
形
の
餅
が
供

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

雪
の
深
い
こ
の
地
区
で
は
、
田
の
神

様
は
、
こ
の
日
は
田
ん
ぼ
へ
送
ら
れ
ず
、

土
間
へ
案
内
さ
れ
、
さ
ら
に
1
ケ
月
ほ

ど
雪
解
け
を
待
っ
て
過
ご
さ
れ
ま
す
。

　

神
事
の
様
子
は
動
画
サ
イ
ト
で
も
生

中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
地
区
で
は
、
伝
統
行
事
を
広
く

発
信
し
よ
う
と
、「
あ
え
の
こ
と
神
事
オ

ン
ラ
イ
ン
体
験
会
」
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ムZoom

を
使
い
一
般

向
け
に
生
配
信
し
ま
し
た
。
運
営
に
は
、

昨
年
の
迎
え
の
神
事
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

見
学
し
た
東
大
生
ら
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

田
の
神
様
を
集
会
所
で
も
て
な
し
、

雪
が
降
り
積
も
る
共
同
田
へ
送
り
出
す

様
子
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
。
学

生
ら
が
協
力
し
、
地
区
や
神
事
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
、
県
内
外
で
25
人
が
視

聴
し
ま
し
た
。

　

国
重
地
区
で
も
、「
国
重
田
の
神
様
保

存
会
」
の
会
員
ら
が
吉
村
安
弘
会
長
宅

に
集
ま
り
、
神
事
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

吉
村
さ
ん
は
今
年
の
豊
作
を
お
願
い
し
、

最
後
の
料
理
で
も
て
な
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
今
年
は
雪
が
多
く
、
田
の

神
様
は
田
に
は
送
り
出
さ
れ
ず
、
3
月

9
日
ま
で
玄
関
先
で
休
ま
れ
ま
す
。

田
の
神
様
に
春
を
告
げ
る
中
さ
ん
（
合
鹿
庵
）

サカキに宿った田の神様を玄関先
に案内する吉村さん（国重地区）
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　町スポーツ表彰式が 2 月 15 日、役
場であり、北信越や県大会などで活躍
を見せた選手の功績をたたえました。
　各部門の受賞者は次のとおりです。

令和 2 年度能登町スポーツ表彰

活躍する姿が町に勇気を
アスリートの功績たたえる

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

小
原
萌
々
子
・
長
道
朱
里
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
48
回
県
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
１
部
女
子
の
部
個
人

（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

影
田
永
遠
・
境
谷
健
太
郎
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
24
回
県
小
学
生
学

年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
6
年
生
の
部
個

人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

𠮷
野
若
奈
・
蓑
島
衣
千
香
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
24
回
県
小
学
生
学

年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
4
年
生
の
部
個

人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

加
藤
梨
生
（
津
幡
南
中
）
▽
２
０
２
０
県
選
抜

相
撲
大
会
中
学
の
部
個
人
1
位

窪
田
璃
恩
（
能
登
高
）
▽
第
62
回
県
高
等
学
校

新
人
陸
上
競
技
大
会
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
1
位

半
田
大
晟
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
大
会
男
子
96
㎏
級
1
位

輪
島
幸
太
（
能
登
高
）
▽
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
高

校
大
会
男
子
個
人
1
位

鷹
つ
ば
さ
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子

個
人
1
位

平
澤
海
憂
（
能
登
高
）
▽
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
高

校
大
会
女
子
個
人
1
位
▽
令
和
2
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子

個
人
1
位

寺
本
隼
・
端
山
羅
行
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年

度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
特
別
大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

▽
第
32
回
北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1

位木
宮
歩
乃
・
免
田
梨
伽
（
能
登
高
）
▽
令
和
2

年
度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
特
別
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1

位
▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

新
人
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
令

和
2
年
度
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ

ン
ド
ア
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

辻
花
陸
・
松
本
隼
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年
度

県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会
男
子
個

人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
第
32
回
北
信
越
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
2
位

松
村
零
音
・
松
本
航
（
能
登
高
）
▽
第
32
回
北

信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア

大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

山
下
大
輔
（
能
登
高
）
▽
第
32
回
北
信
越
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

津
島
青
空
（
能
登
高
）
▽
第
32
回
北
信
越
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位
▽
令
和
2
年
度
県
高

等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男

子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

会
女
子
団
体
1
位
▽
令
和
2
年
度
県
団
体
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
団
体
1
位
▽
令
和

2
年
度
県
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

女
子
団
体
1
位

能
登
高
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
寺
本
隼
、
中

島
義
人
、
端
山
羅
行
、
松
本
航
、
飯
田
仁
人
、

竹
田
凌
、
辻
花
陸
、
松
本
隼
、
津
島
青
空
、
反

保
皐
聖
、
中
村
悠
峰
、
井
元
啓
斗
、
飯
田
航
仁
、

松
村
零
音
）
▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
特
別
大
会
男
子

団
体
1
位
▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
新
人
大
会
男
子
団
体
1
位
▽
第
44
回
北

信
越
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子

団
体
1
位
▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
選
抜
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
1
位

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

大
黒
則
夫
（
町
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
町
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
長
兼
理
事
長
。
能
登
国
際
女
子
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
、
神
和
住
純
エ
ン
ジ
ョ
イ
テ

ニ
ス
な
ど
の
大
会
の
運
営
に
携
わ
る
。
日
本
女

子
テ
ニ
ス
連
盟
主
催
の
親
睦
大
会
や
、
日
本
専

門
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
の
誘
致
に
成
功
す

る
な
ど
、競
技
の
普
及
振
興
に
尽
力
し
て
い
る
。

※
今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
該
当
は
あ
り
ま
せ

　

ん
で
し
た
。

竹
田
凌
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年
度
県
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男

子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

濵
中
彩
花
（
能
登
高
）
▽
第
32
回
北
信
越
高

等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会

女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

立
岩
ら
ん
（
能
登
高
）
▽
第
32
回
北
信
越
高

等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会

女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位
▽
令
和
2
年

度
北
國
新
聞
社
杯
石
川
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

矢
巻
希
乃
香
（
能
登
高
）
▽
令
和
2
年
度
北

國
新
聞
社
杯
石
川
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

高
井
翔
（
飯
田
高
）
▽
令
和
元
年
度
第
33
回

北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
選
抜
大
会
男
子
＋
１
０
２
㎏
級
3
位

▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

代
替
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
会

男
子
＋
１
０
２
㎏
級
1
位
▽
令
和
2
年
度
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
男
子
＋
１
０
２
㎏
級
1

位
▽
令
和
2
年
度
第
9
回
県
高
等
学
校
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会
男
子
＋

１
０
２
㎏
級
1
位

牧
絢
音
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
第
48
回

北
信
越
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
室
内
選
抜
選
手

権
大
会
代
理
大
会
女
子
Ａ
リ
ー
グ
個
人
（
ダ

ブ
ル
ス
）
2
位

藤
村
真
妃
（
飯
田
高
）
▽
２
０
２
０
年
第
25

回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
女

子
砲
丸
投
（
4.0
㎏
）
3
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
（
谷
内
琢
哉
、

清
水
基
善
、
寺
下
洸
平
、
奥
野
立
樹
、
善
野

功
太
、
谷
内
智
裕
、
山
下
康
輔
）
▽
第
63
回

県
実
業
団
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体

1
位
▽
令
和
2
年
度
県
団
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
団
体
1
位

能
登
高
男
子
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部（
輪
島
幸
太
、

大
谷
内
翔
英
、
鷹
つ
ば
さ
、
豊
若
大
和
）
▽

県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
高
校
大
会
男
子
団
体
1
位

▽
令
和
2
年
度
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
団
体
1
位

能
登
高
女
子
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部（
平
澤
海
憂
、

瀬
戸
つ
な
ぐ
、
本
井
未
来
、
白
崎
陽
花
、
田

岸
亜
子
）
▽
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
高
校
大
会
女

子
団
体
1
位
▽
令
和
2
年
度
高
等
学
校
新
人

体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
団
体
1
位

能
登
高
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
木
宮
歩
乃
、

達
光
咲
、
立
岩
ら
ん
、
堀
田
園
乃
、
免
田
梨

伽
、
白
江
佳
怜
、
布
施
琴
音
、
矢
巻
希
乃
香
、

曽
山
美
結
、
吉
川
亜
咲
実
、
川
江
咲
希
、
苑

原
佑
里
、
吉
田
響
、
瀬
戸
梨
愛
）
▽
令
和
2

年
度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技
特
別
大
会
女
子
団
体
1
位
▽
令
和

2
年
度
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大

岡野弘幸　＝崎山＝（神野公民館）
市濱つね子　＝新保＝（白丸公民館）
浅見敏夫　＝柳田＝（柳田公民館）
上田久留美　＝宇出津＝（宇出津公民館）
脇谷内多寿子　＝駒渡＝（町婦人団体協議会）

　2 月 15 日、社会教育功労者表彰式が行われ、公民
館活動などを通して、町の社会教育振興に尽力、地域
の発展に貢献された 5 人が表彰されました。

〇表彰された皆さん　※括弧内は推薦団体

令和 2 年度 社会教育功労者表彰

前列左から順に、市濱さん、町長、脇谷内さん
後列左から順に、岡野さん、浅見さん、上田さん
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ニジマスの成育状況を
確かめる松原教授（右）

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
や
廃
車
の

手
続
き
な
ど
は
3
月
31
日
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
4
月

1
日
時
点
の
所
有
者
（
使
用
者
）
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

県
税
の
自
動
車
税
（
種
別
割
）
と
は
異
な

り
、
月
割
課
税
制
度
が
な
い
た
め
、
4
月
2

日
以
降
に
廃
車
し
た
場
合
は
１
年
間
分
の
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

車
を
譲
っ
た
、
処
分
し
た
、
長
年
使
用
し
て

い
な
い
車
両
が
敷
地
内
に
あ
る
、
車
検
が
切

れ
て
乗
っ
て
い
な
い
な
ど
の
場
合
に
は
、
必
ず

3
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課
・
各
支
所
で
手
続
き
で
き
る
車
種

・
能
登
町
ナ
ン
バ
ー
の
車
両　

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
の
バ

　

イ
ク
、ミ
ニ
カ
ー
）、小
型
特
殊
自
動
車（
ト

　

ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

※
ナ
ン
バ
ー
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
（
62
）
８
５
１
８

北
陸
信
越
運
輸
局
石
川
運
輸
支
局
で
手
続
き

で
き
る
車
種

・
二
輪
の
軽
自
動
車　

　
（
２
５
０
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

　
（
２
５
０
cc
超
の
バ
イ
ク
）

　

問
北
陸
信
越
運
輸
局
石
川
運
輸
支
局

　
　
　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
４
５

軽
自
動
車
検
査
協
会
石
川
事
務
所
で
手
続
き

で
き
る
車
種

ニ
ュ
ー
ス

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

・ 

介
護

保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
が
答
申

　

金
沢
大
学
能
登
海
洋
水
産
セ
ン
タ
ー
長
の

松
原
創
教
授
ら
は
、
海
沿
い
で
も
真
水
が
湧

く
九
十
九
湾
の
地
の
利
を
生
か
し
、
サ
ケ
マ

ス
類
の
繁
殖
期
間
を
短
く
す
る
技
術
を
確
立

し
ま
し
た
。

　

真
水
に
海
水
を
混
ぜ
て
稚
魚
の
成
長
を
促

し
、
2
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
出
荷
ま
で
の

期
間
を
1
年
か
ら
1
年
半
程
度
に
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
ま
し
た
。
魚
は
「
能
登
町
の
ト

ラ
ウ
ト
（
サ
ケ
マ
ス
類
）
を
意
味
す
る
「
の

ニ
ュ
ー
ス

九
十
九
湾
で
サ
ケ
マ
ス
養
殖

  

金
大
能
登
海
洋
水
産
セ
ン
タ
ー

　

県
漁
業
士
認
定
証
交
付
式
は
1
月
12
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
、
新
た
に
青
年
漁
業
士
と

な
っ
た
13
人
中
、
出
席
者
10
人
に
谷
本
知
事

が
認
定
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
定

置
網
漁
を
行
う
県
漁
協
能
都
支
所
の
3
人
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
本
知
事
は
「
石
川
の
水
産
業
を
支
え
、

強
く
け
ん
引
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

漁
業
士
は
県
が
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環

で
行
う
講
習
会
を
延
べ
30
時
間
以
上
受
講
し

た
人
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
40
歳
未
満
が
青

年
、
40
歳
を
迎
え
る
と
指
導
漁
業
士
に
認
定

さ
れ
、
1
月
1
日
現
在
で
計
１
６
５
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
皆
さ
ん

▽
青
年
漁
業
士　

山
本　

龍
、
府
中
剛
史
、

宮
藤
竜
紀

ニ
ュ
ー
ス

青
年
漁
業
士
に
認
定
証

　
　
　
　
　
　
県
庁
で
交
付
式

　

奥
能
登
4
市
町
に
住
民
票
・
戸
籍
が
あ
る

方
は
、
他
の
3
市
町
の
窓
口
お
よ
び
奥
能

登
行
政
セ
ン
タ
ー
（
能
登
空
港
内
）
窓
口
で
、

お
知
ら
せ

広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

と
ら
う
と
」
と
銘
打
ち
、
町
内
の
宿
泊
施

設
に
試
験
提
供
し
特
産
化
を
目
指
し
ま
す
。
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町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
介
護
保

険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
は
、1
月
26
日
、

町
に
対
し
、
令
和
3
年
度
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
税
と
第
8
期（
令
和
3
年
度
～
5
年
度
）

第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
改
定
な

ど
に
つ
い
て
答
申
し
ま
し
た
。

　

3
年
ぶ
り
の
改
正
と
な
る
国
保
税
で
は
、

医
療
分
に
か
か
る
所
得
割
の
税
率
引
き
下
げ

の
ほ
か
、
均
等
割
や
平
等
割
の
減
額
が
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
第
7
期
の
最
終
年
度
と

な
る
令
和
2
年
度
と
同
額
と
し
た
ほ
か
、
第

9
次
能
登
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

第
8
期
能
登
町
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
お
よ
び
委
員
長
を
務
め
る
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
の
長
谷
川
啓
院
長
が
、
持
木
町

長谷川院長より答申書が提出された

・
三
輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車　

　

問
軽
自
動
車
検
査
協
会
石
川
事
務
所

　
　
　

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
１
８
５
３

募
集

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

第
21
回
石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
・
競
技

・
5
月
23
日
㊐　

水
泳

・
5
月
29
日
㊏　

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
オ
ル
、

　
　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

・
5
月
30
日
㊐　

陸
上
競
技

・
9
月
5
日
㊐　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
9
月
11
日
㊏　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

・
11
月
21
日
㊐　

ボ
ッ
チ
ャ

・
令
和
4
年
2
月
19
日
㊏　

ボ
ウ
リ
ン
グ

※
障
害
区
分
に
よ
り
参
加
競
技
が
限
定
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

場
所　

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場
（
金
沢

市
）
ほ
か

対
象
者　

県
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
障

害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
あ
る
人
で
、

4
月
1
日
現
在
、
満
13
歳
以
上
の
人

注
意
事
項　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
障
害
区

分
、
年
齢
区
分
、
氏
名
、
所
属
名
を
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
上
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

3
月
19
日
㊎

申
込
先　

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
（
62
）
８
５
１
５

　
　
　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

☎
（
72
）
２
３
２
２

※
特
別
支
援
学
校
在
学
中
、
障
害
者
支
援
施

　

設
を
利
用
し
て
い
る
人
は
学
校
、
施
設
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令
和
2

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方

で
、
令
和
3
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

方
へ
、
3
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
令
和
3
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す)

　

な
お
、
令
和
3
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
ご
希
望

の
場
合
は
納
付
書
を
作
成
し
て
お
送
り
し
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

以
下
の
証
明
書
等
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
請
求
で
き
る
人
：
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
世
帯
の
人
）

・
現
在
戸
籍
の
全
部
、
個
人
事
項
証
明
書
、

　

戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
身
分
証
明
書

（
請
求
で
き
る
人
：
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
戸
籍
の
人
）

※
身
分
証
明
書
は
本
人
の
み
で
奥
能
登
行
政

　

セ
ン
タ
ー
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

受
付
時
間　

平
日
9
時
～
16
時
半

必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類

　

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
印
鑑

　

登
録
証
（
カ
ー
ド
）

※
4
月
1
日
か
ら
住
民
課
で
の
み
証
明
書
等

　

を
発
行
し
ま
す
。
総
合
支
所
・
支
所
で
は

　

発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
１
０

　

穴
水
労
働
基
準
監
督
署
館
内
で
は
、
林
業

に
お
い
て
春
先
に
多
く
の
重
大
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
も
3
月
15

日
か
ら
4
月
14
日
ま
で
の
1
か
月
間
を
「
奥

能
登
林
業
労
働
災
害
防
止
取
組
強
化
月
間
」

と
し
ま
す
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
合
図
！
退
避
！

基
礎
し
っ
か
り
で
安
全
し
っ
か
り
！
」
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

を
意
識
し
つ
つ
、
基
礎
に
立
ち
返
り
安
全
な

現
場
作
業
で
労
働
0
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

3
月
15
日
か
ら
4
月
14
日
は
、奥
能
登                         

　
林
業
労
働
災
害
防
止
取
組
強
化
月
間

支
援
員　

結
婚
を
望
む
独
身
者
の
婚
活
を
支

援
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
交
換
を
行

い
、
お
見
合
い
や
出
会
い
を
支
援
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募

集
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

婚
活
登
録
者　

あ
な
た
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
お
見
合
い
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。
随
時
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
能
登
町
縁
結
び
隊
事
務
局
（
住
民
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
１
０

募
集

「
能
登
町
縁
結
び
隊
」

　
　  

支
援
員
・
婚
活
登
録
者
募
集

ニ
ュ
ー
ス

い
し
か
わ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　   

　
功
労
者
表
彰
に
山
根
さ
ん

　

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普

及
・
発
展
に
貢
献
し
、
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
、
令
和
2
年
度
い
し

か
わ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
式
が
2
月

17
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
能
登
町
か

ら
は
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
山
根
冨
士
雄

さ
ん
＝
天
坂
＝
が
石
川
県
知
事
よ
り
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

現
在
95
歳
の
山
根
さ
ん
は
、
長
年
、
協
会

の
指
導
者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
高
齢
者
の
体
力
向
上
や
生
き
が
い

作
り
に
貢
献
し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

答
申
を
受
け
、
町
で
は
町
議
会
3
月
議

会
に
条
例
改
正
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

表彰状を受け取った山根さん
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防
災
活
動
に
関
し
、
他
の
模
範
と
な
る
活

動
を
行
っ
た
防
災
士
と
し
て
知
事
表
彰
を
受

賞
し
た
中
山
幸
永
さ
ん
＝
柳
田
＝
が
1
月
20

日
、
役
場
を
訪
れ
、
持
木
町
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
平
成
22
年
に
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
は
町
防
災
士

会
の
設
立
に
尽
力
し
、
設
立
時
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
副
会
長
と
し
て
、
防
災
啓
発
活
動

や
防
災
士
の
技
術
向
上
、
知
識
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

町
防
災
士
会
副
会
長 

中
山
さ
ん

　  
自
主
防
災
組
織
等
知
事
表
彰

知事表彰を受賞した中山さん

　

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
尽
力

し
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立

に
貢
献
し
た
と
し
て
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字

章
」
を
受
章
し
た
益
谷
紀
平
さ
ん
＝
宇
出
津

ニ
ュ
ー
ス

町
の
交
通
安
全
に
尽
力

　   

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
章
」

＝
と
、角
谷
順
一
さ
ん
＝
同
＝
が
2
月
4
日
、

役
場
を
訪
れ
、持
木
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章
し
た
益
谷
さ
ん

と
、「
同
銅
章
」
を
受
章
し
た
角
谷
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
町
交
通
安
全
協
会
の
役
員
を
務
め

る
ほ
か
、
長
年
、
町
交
通
推
進
隊
員
と
し
て

交
通
事
故
防
止
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
人
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
誘
導
や
通
学

時
の
見
守
り
活
動
を
振
り
返
り
「
体
の
続
く

間
は
、
交
通
安
全
活
動
を
続
け
た
い
」
と
新

た
な
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

受章を報告する益谷さん（左）と
角谷さん（右）

住民課窓口で住民課窓口で
ワンストップサービスワンストップサービス  実施中！実施中！

　出生や死亡に関する手続き、転
入や転出などの住民異動届に関す
る手続きは、関連する全ての手続
きを一つの窓口でまとめて行うこ
とができます。　　　　

　　　　　   問住民課☎ 62-8510

　『能登町の未来を「自分ごと」として話しあえる場』というコンセプトで、2018 年から開催している「の
と未来会議」。町民と行政、町外から訪れた参加者が共に学び交流しながら、町の未来を描いていくプ
ロジェクトとして、これまで多くの出会いと対話が生まれてきました。
　コロナ禍が続く今年は、「能登町の共創から、未来の暮らしのヒン
トを見つける！」をテーマに、オンラインという新しい形での「のと
未来会議」が開催されています。
　1 月 27 日、「能登町のワクワクする人～あばれ祭を支えるひとび
とと暮らし～」と題し、八坂神社奉賛会役員としてあばれ祭に関わる
人たちをトークゲストに招いて開催された第 3 回には、大学生も含
め、全国から 50 人以上が参加しました。
　あばれ祭をはじめ、ほとんどの祭礼や行事が中止を余儀なくされ
た昨年は、当たり前が当たり前ではなくなった年でもあります。あ
ばれ祭のゲストトークを通してそれぞれが、今だからこそ見えるこ
と、気づくこと、次の世代にも体験してもらいたいこと、残してい
きたいものについて考え、対話を重ねました。
　次回、第 4 回のと未来会議は、3 月 6 日午後 7 時からオンライン
による開催を予定しています。

企業版ふるさと納税　
　信金中央金庫「SCB ふるさと応援団」が 1000 万円寄附

　1 月 20 日、役場で、信金中央金庫「ＳＣＢふるさと応
援団」にかかる寄附金贈呈式が行われ、信金中央金庫北陸
支店の岸智弘支店長から持木町長に 1 千万円の目録が贈
呈されました。式には、推薦者として興能信用金庫の神座
治彦理事長が立ち会いました。
　信金中央金庫が創立 70 周年記念事業として地方創生応
援税制（企業版ふるさと納税）の仕組みを活用し、「SCB ふ
るさと応援団」として、全国の信用金庫本店所在地の地方
公共団体に寄附し、地域課題解決や持続可能な社会の実現
などの地域創生事業を信用金庫とともに応援するものです。
　 町では、第 2 期能登町創生総合戦略に掲げる「若者が

集い 能登の暮らしを受け継ぐまち」の実現に向けて、興能信用金庫とともに、仕事と休暇を合わせたワー
ケーション等を通した関係人口創出事業への活用を予定しています。

目録を手渡した岸北陸支店長（右）と神座理事長（左）

「のと未来会議」「のと未来会議」
　　　　能登町の共創から、未来の暮らしのヒントを見つける！

公民館の講座や教室を動画で体感！！　
能登町デジタル公民館　のとデジコミ開設
　町内 15 の公民館でおこなわれている教室や講座を動画で見る
ことができる「能登町デジタル公民館　のとデジコミ」を開設し
ました。
　ものづくり、健康・スポーツ、歴史・文化といったジャンル別
に、5 ～ 15 分程度の動画を順次追加しています。パソコンやスマ
ートフォンでも動画を再生することができますので、ぜひご利用
ください。また、興味のある活動については、公民館で直接体験
してみてください！

生涯あなたが学べる場を見つけよう！
「まなびハッケン～能登町生涯学習施設紹介～」

スマートフォンなどのＱＲコード読み取り
機能を使用して URL を取得し、ホームペー
ジにアクセスしてください。

※ Android スマホや iPhone などで見る
場合は、「Android 用ビデオプレーヤー」、

「VLC メディアプレイヤー」などのアプリケ
ーションを「Google Play」、「Apple Store」
からインストールすることが必要です。

　町内の公民館など、社会教育・生涯学習施設を紹介するパンフ
レットを作成しました。各施設の活動や利用情報など盛りだくさ
ん！各公民館がおススメする町内スポットの特集ページなどもあ
ります。どうぞ、ご利用ください。

QR コードをスマートフォンなどのアプリを
使って撮影すると、施設案内冊子のダウンロ
ードページ（町 HP）にアクセスできる URL
が表示されます。
https://www.town.noto.lg.jp/www/info/
detail.jsp?common_id=16101
※紙での印刷、配布はおこなっていません。

ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
を
務
め
た
八

坂
神
社
奉
賛
会
の
皆
さ
ん

第 3 回で作成したグラフィック
問教育委員会事務局☎ 62-8537



100歳ご長寿

　1 月 20 日、布浦の平田妙子さんが 100 歳を迎えら
れ、自宅で町長から長寿祝い状と花束を受け取りまし
た。平田さんは、牛乳や煮魚がお好きで、間食はせず、
3 食きちんと自分で食べるそうです。耳も良く、同居
する長女さんご夫婦との会話を楽しんでいます。
　この日は、近くに住む次女さんご夫婦もお祝いに集
まり、花束やお孫さんらから届いた花を前に「今日は
うれしい」と笑顔で答えました。

一斉放水する内浦分署員や不動寺分団員ら

文化財防火デー消防訓練

柳田公民館「ジビエ料理教室」 大豆の加工品をテーマに発表する農業コース選択の生徒ら

能登高校 生徒研究発表会

　能登高校の地域産業科・地域創造科では、農業、水
産、商業のコースを選択し、それぞれの分野での知識・
技術を習得します。
　1 月 30 日、役場大集会場で同校の生徒研究発表会
が行われ、地域創造科の 3 年生が 1･2 年生を前にこれ
まで取り組んできた課題研究の成果について発表しま
した。発表はグループごとに行われ、普通科福祉コー
ス選択の 2・3 年生は手話による歌を披露しました。

　2 月 4 日、柳田公民館で「いしかわジビエ料理教室」
が開かれました。県ではイノシシを食用として有効活
用する取り組みを行っており、イノシシ肉をもらって
も、調理法が分からないという声を受け開催しました。
　いしかわジビエ利用促進研究会の點

て ん だ

田賢
け ん じ

司トータル
アドバイザーが講師を務め、住民らがドライカレーの
調理法を学びました。「獣臭さが全くない」「知り合い
にも教えたい」と出来栄えに満足した様子でした。

　1 月 26 日の「文化財防火デー」に合わせ、1 月 24
日、時長の願成寺で住民や消防関係者ら 50 人が参加
し、消防訓練が行われました。
　願成寺では、町指定文化財 4 点が所蔵されています。
落雷により寺から出火したとの想定で、中谷光裕住職
が、貴重品持ち出しの手順を確認しました。その後、
本堂前で、駆け付けた能登消防署内浦分署員と町消防
団不動寺分団員らによる一斉放水が行われました。

 つまでもお元気でいい

重な文化財を守る

 年間の学びの成果を発表１１

 ノシシ肉でドライカレーイイ

　毎年、町内の中学 3 年生は「久田和紙」による卒業
証書を作成しています。生徒らは、昨年 11 月から原料
となる楮

こうぞ

の樹皮を削り、ゴミ取りをするなど準備を進
めてきました。1 月 27 日には、松波中学校の 3 年生が
小間生公民館を訪れ、紙すきに挑戦しました。
　「紙工房みわ会」の皆さんに補助してもらいながら、
順番に作成していきます。初めての作業に緊張しなが
らも「思い出に残る体験ができた」と話しました。

 中学校卒業証書作成体験事業

統和紙で卒業証書作り伝伝

「紙工房みわ会」のメンバーの指導のもと紙をすく生徒

　能登高とＮＰＯ法人「のとキリシマツツジの郷」は
3 月、同校と町内全小中学校の卒業式で満開ののとキ
リシマツツジの盆栽を初めて展示します。1 月 22 日、
同校柳田校舎で開花調整の講習会が開かれ、地域創造
科農業選択の 3 年生 8 人が、式当日に見頃となるよう
に栽培手法を学びました。県立大の福岡信之教授が講
師を務め、生徒らは、つぼみの状態に合わせた温度管
理や花の劣化を防ぐ方法などに理解を深めました。

 とキリシマ 門出へ開花調整
小中高の卒業式に盆栽展示

のの

1011_NOTO＋2021.03

福岡教授（左）から室温調整などを学ぶ生徒らイノシシ肉の調理法を学ぶ参加者ら

　2 月 5 日、能都中学校 2 年生
によるキャリア教育発表会が役
場大集会場で行われました。
　同中学校では、町や県などが
連携し県内の大学生が奥能登の
市 町 の 課 題 解 決 に 向 け て 取 組
む「奥能登チャレンジインター
ンシップ」と共同でキャリア教
育を進めてきました。これまで
大学生が直接授業に参加してい
ましたが、今年は、新型コロナ
ウイルスの影響により、すべて
Zoom による参加となりました。
　授業は昨年 10 月から始まり、生徒らは大学生の支援を受けながら、能登の可能性に気づき、
10 年後の仕事について考えてきました。集大成となる発表会は、テーマごとに 3･4 人のグループ
で行われ、SNS や AI などの最新技術と能登の地域資源を組み合わせた、今までにない会社や事業
が披露されました。
　それぞれがアイディアを出し合うことで「たくさんの思いがあって今の能登がある」「能登の持
つ課題と魅力に気づいた」と話す生徒らは発表を通して一回り成長したようでした。

グループごとに副町長や教育委員らの前で6 分間の発表を行う

来の仕事をデザイン　10年後の能登は？
能都中 2 年生「キャリア教育発表会」

貴貴

未未

花束と祝い状を受け取った平田さん
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続続☆☆星星ののささやきささやき
「百武彗星 25 周年」「百武彗星 25 周年」 問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」

☎ 76-0101☎ 76-0101

ウェスト彗星が大彗星とされ

ています。面白いことに、い

ずれも 3 月でした。1986 年

のハレー彗星は、肉眼で見え

るまでにはなりませんでした

が、やはり 3 月に最接近し、

探査機による観測が成功して

います。

　そのため、毎年 3 月になる

と、また大彗星がやってくる

のではないかと、ひそかに期

待してしまうのです。百武彗

星ほど長い尾を見せてくれた

彗星は、その後、北半球では

現れていません。そろそろ来

てくれても良いんじゃないか

な、と思いませんか？

　1996 年 3 月、夜空には長

い尾を持つ「百武彗星」が見

えていました。この年の 1 月、

アマチュア天文家、百武祐司

さんが鹿児島で発見した新彗

星でした。

　地球に最接近した 3 月下

旬には、１等星より明るく輝

き、尾の長さは最大で 90 度

（北斗七星の 3 倍以上）に達

しました。それは星空の美し

い能登だからこそ、長い尾の

淡い部分までも見ることがで

きた、ということも忘れては

いけません。

　そして翌年には、ヘール・

ボップ彗星が明るく輝きまし

た。それ以前では 1976 年の

　　　　銅造如来及両脇侍像

　銅製の仏像に金メッキを施した金
こんどうぶつ

銅仏で、中央の如来像の両脇に

脇
わ き じ

侍と呼ばれる仏像が配置される。如来像は一鋳で台座に座し、裳
も さ き

先

を宣
せ ん じ ざ

字座の前に垂らして懸
か け も

裳としている。頭部は肉
にっけいそう

髻相（仏像の頭に

表現されたコブのようなもの）をあらわし、頭髪に文様はない。左手

には、丸薬のような小さい薬壺を持っている。両脇侍の下部には S 字

状の棒があり、中央の如来が据えられている方形台の両側にある筒に

差し込まれている。右の脇侍の頭上に化
け ぶ つ

仏が表現され、左の脇侍が宝

瓶を持つ。通常の薬師三尊像と異なるところがあるため、単に「如来」

の名称で重要文化財に指定されている。しかし、そのことは、像づくり

の形式が確定する前段階の古い作例であることを示すものであり、古代

の信仰を尊重して「伝薬師三尊像」と表現しても不都合はないとされる。

鍍金の保存もよく、確かな技量が、小像であることを感じさせない大

らかな造形美を生み出しており、初期の仏教文化を語る貴重な作例の

一つである。昭和 60 年 6 月に国指定重要文化財（彫刻）となった。

☆プライベートプラネタリウム☆プライベートプラネタリウム
1 組 30 分間貸切でプラネタリウムを鑑賞
希望する日時や場所での星空を解説します。

（誕生日や記念日など、あらかじめ打合せ）
日　程　ホームページ等で確認ください
料　金　　高校生以上 550 円、小中学生 330 円、
　　　　 乳児無料
予　約　お電話でご予約ください
その他　来館の際はマスクを着用ください

INFORMATIONまちからのお知らせ＆ニュース

のと里山空港イベント

■ 14 日㊐　
　のっぴーグラスづくり
　　「アマビエのっぴー」と
　　　　　　　12 種類の絵柄　

のと里山空港賑わい創出
実行委員会☎ 0768-26-2303

INFORMATION
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江
戸
時
代
、
太お

お
た
ど
う
け
ん

田
道
兼
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
『
能
登
名め

い
せ
き
し

跡
志
』
に
、

布
浦
（
比
那
）
に
あ
る
仏ほ

と
け
あ
な穴

は

見け
ん
ぶ
つ物

上し
ょ
う
に
ん

人
（
見
仏
と
も
、
鎌
倉
時

代
に
宮
城
の
松
島
に
住
ん
で
い
た

と
さ
れ
る
僧
侶
）
が
3
年
間
住
ん

だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
仏
穴
に
薬
師

如
来
像
を
残
し
置
い
た
と
い
う
伝

説
を
記
し
て
い
ま
す
。こ
の
像
は
、

現
在
、
布
浦
の
九
ノ
里
薬
師
寺
の

本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る
も
の

で
、
国
重
要
文
化
財
（
彫
刻
）
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
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九
ノ
里
薬
師
寺
の
本
尊
は
、
江

戸
時
代
に
「
能
登
十
二
薬
師
」
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
地
元
で
は
古

く
か
ら
薬
師
三
尊
像
と
し
て
信
仰

を
集
め
て
き
ま
し
た
。
当
寺
の
縁

起
に
は
、
海
中
か
ら
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像
が
出
現

し
た
と
記
し
て
お
り
、
古
代
の
朝

鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
の
で
は
な

い
か
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

見
仏
上
人
や
海
中
か
ら
の
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現

は
伝
説
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
伝
来
経

緯
に
つ
い
て
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不
明
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
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し
か
し
、
如
来
像

に
は
、
肩
を
大
き
く
被お

お

う
厚
手
の

衣
が
宣せ

ん
じ
け
い

字
形
の
台
座
に
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れ
て

懸か
け
も裳

と
な
る
手
法
や
、
特
長
あ
る
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だ

（
衣
服
の
折
り
目
）
の
表
現
な

ど
に
、
飛
鳥
時
代
の
様
式
が
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
面
長
の
顔
に
笑

み
を
感
じ
る
目
鼻
立
ち
は
古
代
的

な
微
笑
を
浮
か
べ
た
童
顔
で
、
や

わ
ら
か
さ
を
増
し
た
宝
冠
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瓔よ
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ら
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装
飾
の
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種
）
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現
に
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、

続
く
奈
良
時
代
初
期
へ
の
移
行
の

気
配
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
7
世

紀
後
半
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
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ま
す
。
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教
の
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仰
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の
、
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す
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見
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。
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百武彗星　1996.3.26 撮影

うみと
さかなの科学館

☎ 62-4655

■今月の教室
　海藻しおり工作
　☆カレンダー付のしおりです

時間

09:30 ～ 11:00

13:00 ～ 15:30

費用　無料　

休館日    毎週月曜日　

◆工作教室は小学生以上が対象

　です。未就学児は保護者が付

　き添い、一緒に作ってください。

◆マスク着用など新型コロナ感

　染対策にご協力をお願いします。

のと海洋のと海洋
ふれあいセンターふれあいセンター

費用　100～200円
入館料　高校生以上210円、
　20人以上の団体は170円、
　中学生以下は無料
開館時間　9:00～17:00
休館日
　毎週月曜日（祝日除く）

■手作り教室　

　貝殻クラフトや石こうレプリカ
作 り な ど を 楽
し む こ と が で
きます。

　申込先・詳しくは
　のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919、FAX74-1920
　E-mail：nmci@notomarine.jp

時間　
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

場所　
　のと里山空港　4 階
　　　　生涯学習センター
費用　無料　一家族 1 個程度、

　　　  限定 50 個。

◆参加事前予約を受付しますので
　電話にてお申込みください。

■ 

銅ど
う
ぞ
う
に
ょ
ら
い
お
よ
び
り
ょ
う
わ
き
じ
ぞ
う

造
如
来
及
両
脇
侍
像

　令和 3 年度能登町奨学金貸与を受ける生徒・学生を募集します。
必要書類など詳細については、町ホームページで確認いただくか、
教育委員会までお問い合わせください。

能登町奨学生を募集します！能登町奨学生を募集します！

貸与資格
①本町に現に引き続き 3 年以上居住する者の子弟であ
　ること
②以下のいずれかに在学し、品行方正、学術優秀および
　身体強健であること
・高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
・高等専門学校または専修学校の修業年限が 2 年以上の
　高等科もしくは専門課程　
・大学（大学院を除く）

③学費の支弁が困難であること
④同一世帯もしくは、2 親等以内の親族に町税等につい
　て滞納がないこと
受付期間　4 月 9 日㊎～ 4 月 30 日㊎
提出先　

教育委員会事務局または
柳田総合支所 ･ 内浦総合支所・小木支所・鵜川支所

貸与区分　金額（月額）
高校　　　　２０，０００円　
短大・高専　２５，０００円
大学　　　　３０，０００円

問教育委員会事務局☎ 62-8537
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住宅火災の主な原因は「たばこ」です
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今月の納期　3月31日㊌
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

１
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

【能登町役場】

〒 927-0492
宇出津ト字 50 番地 1
☎ 62-1000　FAX62-4506
4 階
　議会事務局　☎ 62-8540
3 階
　総務課　　　☎ 62-8532
　　危機管理室☎ 62-8533
　　秘書室　　☎ 62-8534
　企画財政課　☎ 62-8535
　教育委員会事務局
　　　　　　　☎ 62-8537
2 階
　建設水道課　☎ 62-8523
　農林水産課　☎ 62-8524
　農業委員会　☎ 62-8525
　ふるさと振興課
　　　　　　　☎ 62-8526
　　地域戦略推進室
　　　　　　　☎ 62-8527
1 階
　住民課　　　☎ 62-8510
　会計課　　　☎ 62-8511
　健康福祉課
　　医療　　　☎ 62-8512
　　児童福祉　☎ 62-8513
　　健康推進　☎ 62-8514
　　福祉　　　☎ 62-8515
　　包括支援センター
　　　　　　　☎ 62-8516
　　介護保険　☎ 62-8517
　税務課 
　　納税　　　☎ 62-8518
　　収納　　　☎ 62-8519

■柳田総合支所☎ 76-8300
■情報ネットワークセンター
ＣＡＴＶ放送室☎ 76-8301
■内浦総合支所☎ 72-2500
■小木支所       ☎ 74-1111
■鵜川支所　　☎ 67-2221
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令
和
3
年
第
１
回
能
登
町
議
会
1
月

会
議
は
、
1
月
28
日
に
開
会
し
、
会
期

を
１
日
間
と
定
め
、
報
告
2
件
、
議
案

5
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
持
木
町
長

が
提
案
理
由
を
述
べ
、
審
議
の
結
果
、

議
案
5
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 議

会
令和 3 年第 1 回

1 月会議

■
報
告
：
2
件

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て
）（
2
件
）

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
5
件

・
令
和
2
年
度
能
登
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
6
号
）

・
能
登
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
の
変
更
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

その火事を　防ぐあなたに　金メダル

　3 月 20 日㊏～ 26 日㊎に春季火災予防運動が実施されます。
　それに伴い、能登町消防団では期間中に消防団防火パレードを行います。消防
車がサイレンを鳴らして走行しますので、皆様のご理解、ご協力をお願いします。
　また、これからの季節、空気が乾燥し火災の発生しやすい気象状態となります
ので、屋外、山裾でのたき火など、火の取扱いには十分注意して下さい。

3 月 20 日～ 26 日は春季火災予防運動

（令和 2 年度全国統一防火標語）

　　　
STOP! たばこ火災

　　　
STOP! ストーブ火災

　死者が発生した住宅火災の原因で、最も多いのは「たばこ」による火災です。
その発生状況では、「火源が落下する」が 7 割以上を占めており、注意をしてい
れば発生を防止できたと思われます。布団等に落ちたたばこは、しばらく無炎燃
焼（炎を出さずに燃え広がること）を続け、気付いた時には室内に一酸化炭素等
の有毒ガスが充満し、避難行動がとれずに命を落とす危険があります。

　「ストーブ」による住宅火災も毎年多く発生しており、死者も発生しています。
（ストーブには、電気ストーブや石油ストーブのほか、ハロゲンヒーターやガス

ファンヒーター等を含みます。）ストーブによる住宅火災の死者の内訳をみると、
「電気ストーブ」が８割以上を占めています。ストーブ火災は寒い時期を中心に

発生し、その状況は、「可燃物がストーブに接触する」が最も多く、布団や座布団、
衣類に着火するケースが多くを占めています。

たばこ火災を防ぐポイントたばこ火災を防ぐポイント

・寝たばこは絶対にやめましょう。
・飲酒→喫煙→うたた寝に注意しましょう。
・吸殻は水で完全に消火しましょう。
・吸殻はためずに定期的に捨てましょう。
・万が一に備え、布団カバーやシーツ、枕カバーは防炎製品を
　使いましょう。

ストーブ火災を防ぐポイントストーブ火災を防ぐポイント

・就寝時や外出時は必ずストーブを消しましょう。
・ストーブのまわりに可燃物を置かないようにしましょう。
・ストーブの近くで洗濯物を乾かさないようにしましょう。
・給油は必ず電源やスイッチを消してから行いましょう。
・ストーブを布団やカーテンの近くに置かないようにしましょう。

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
1月15日～2月14日

件　名 場所 担当課 契約額 落札者

令和 2 年度　災害復旧事業　4630-2006　
農地災害復旧工事 石井 農林水産課 5,214,000 円 ㈲干場重機建設

令和 2 年度　地方創生臨時交付金事業　
能登町立宇出津小学校　ランチルーム空調設備
設置工事

宇出津 教 育 委 員 会
事務局 11,825,000 円 ㈱三宅配管

令和 2 年度 能登町立三波公民館建設工事（外構） 波並 教 育 委 員 会
事務局 11,000,000 円 丸建道路㈱

令和 2 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道 1 級九里川尻越坂 1 号線　道路改良工事

（舗装工）
新保 建設水道課 7,370,000 円 北川ヒューテック㈱

令和 2 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道 1 級神和住柳田 1 号線　災害防除工事 柳田 建設水道課 6,160,000 円 ㈱ランドスケープ開

発

問企画財政課
☎62-8535

　令和 3 年度の「ごみ・資源収集カ
レンダー」を、区長、町内会長を通
じて配布しています。町内会などか
ら届かない人は、役場の窓口でも渡
しております。
　カレンダーは町ホームページにも
掲載しますので、ご利用ください。

4 月から使用する

ごみ・資源収集カレンダー
を配布しています

の 2 色刷りです

新しいカレンダーは

「青・黒色」

■「ごみ・資源収集カレンダー」配布場所
住民課、柳田・内浦総合支所、小木・鵜川支所、
高倉公民館


